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平
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四
年
三
月
七
日
（
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曜
日
） 
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分 

 

開 

議 
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議
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議
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業
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診
療
所
特
別
会
計
予
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午

前

十

時

零

分

開

議 
議
長
（
立
石
隆
教
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
こ
れ
か
ら
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 

本
日
の
議
事
日
程
は
お
手
元
に
配
付
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

日
程
第
一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。 

 

本
日
の
会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
四
番
・
末
永
一
朗
議
員
、
五
番
・
土
川
重
佳
議
員
を
指
名
し
ま 

す
。 

  

お
諮
り
し
ま
す
。 

 

日
程
第
二
、
議
案
第
一
三
号
か
ら
日
程
第
九
、
議
案
第
二
〇
号
ま
で
の
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委 

員
会
を
設
置
し
て
付
託
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一
括
議
題
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
日
程
第
二
、
議
案
第
一
三
号
か
ら
日
程
第
九
、
議
案
第
二
〇
号
ま
で
の
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、 

一
括
議
題
と
し
ま
す
。 

 

議
案
第
一
三
号
か
ら
議
案
第
二
〇
号
ま
で
の
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
各
会
計
予
算
の
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。 

 

町

長 

町
長
（
西 

浩
三
） 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
案
第
一
三
号
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
度
は
、
私
が
町
長
に
就
任
し
て
初
め
て
編
成
す
る
当
初
予
算
で
あ
り
ま
し
て
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
も
の
の
他
、
早
急
に

着
手
で
き
る
い
く
つ
か
の
施
策
に
つ
い
て
予
算
計
上
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 
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予
算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
款
を
追
っ
て
順
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
と
、
総
務
費
で
は
、
老
朽
化
し
た
庁
舎
の
修
繕
工
事
、
例
規
集
管
理
シ

ス
テ
ム
導
入
経
費
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

民
生
費
で
は
、
島
内
で
対
応
で
き
な
い
人
工
透
析
患
者
に
対
す
る
通
院
費
助
成
制
度
を
設
け
、
少
し
で
も
負
担
軽
減
に
繋
げ
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

農
林
水
産
業
費
で
は
、
新
規
就
農
者
の
ハ
ウ
ス
栽
培
へ
の
投
資
軽
減
、
十
月
に
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に

係
る
経
費
、
離
島
で
あ
る
が
故
に
割
高
に
な
っ
て
い
る
農
水
産
物
の
海
上
輸
送
コ
ス
ト
へ
の
補
助
金
等
を
計
上
し
、
ま
た
、
藻
場
再
生
に
関
す
る

予
算
も
計
上
い
た
し
ま
し
た
。 

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
漁
業
の
振
興
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

商
工
費
で
は
、
バ
ス
で
通
院
す
る
方
が
増
え
る
中
、
雨
の
日
で
も
乗
り
降
り
が
楽
に
で
き
る
よ
う
、
バ
ス
停
の
整
備
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
着
手
し
た
落
花
生
の
生
産
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
も
、
引
き
続
き
計
上
し
ま
し
た
。 

土
木
費
で
は
、
昨
年
の
大
震
災
以
降
、
地
震
対
策
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
個
人
住
宅
の
耐
震
診
断
、
改
修
計
画
作
成
に
対
す

る
補
助
等
、
県
費
補
助
を
受
け
て
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

消
防
費
で
は
、
現
在
、
長
崎
県
が
防
災
計
画
を
策
定
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
二
月
の
十
六
日
に
、
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
と
大
規
模
災
害

時
に
お
け
る
支
援
協
定
の
調
印
を
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
と
し
て
も
防
災
、
減
災
の
た
め
の
計
画
を
二
十
四
年
度
中
に
策
定
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

教
育
費
で
は
、
小
中
学
校
校
舎
建
設
事
業
が
や
は
り
大
き
な
も
の
で
す
が
、
計
画
ど
お
り
に
進
捗
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
長
崎
県
、
関
係
市
町
と
連
携
し
て
取
り
組
み
、
町
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
度
の
小
値
賀
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
第
一
条
は
、
第
一
表
『
歳
入
歳
出
予
算
』
に
示
し
ま
す
と
お
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
三
十
二
億
四
千
五
百
万
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
二
条
は
、
第
二
表
『
継
続
費
』
に
示
し
ま
す
と
お
り
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
着
手
し
ま
し
た
、
小
値
賀
小
中
学
校
合
同
校
舎
建
設
事
業
に

係
る
事
業
費
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
三
条
は
、
第
三
表
『
債
務
負
担
行
為
』
に
示
し
ま
す
と
お
り
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
肉
用
牛
経
営
規
模
拡
大
事
業
補
助
金
の
、
期
間

と
限
度
額
を
定
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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第
四
条
は
、
第
四
表
『
地
方
債
』
に
示
し
ま
す
と
お
り
、
臨
時
財
政
対
策
債
と
漁
港
事
業
他
、
四
つ
の
ハ
ー
ド
事
業
と
七
つ
の
過
疎
債(

ソ
フ

ト
事
業
分)

に
対
し
て
借
入
れ
る
地
方
債
の
限
度
額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
、
償
還
の
方
法
を
定
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
五
条
は
、『
一
時
借
入
金
』
の
借
入
の
最
高
額
を
六
億
円
と
定
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
六
条
は
、
歳
出
予
算
の
流
用
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

予
算
の
事
項
別
明
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
よ
り
そ
の
都
度
、
説
明
を
さ
せ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
適
正
な
る
ご
決
定
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。 

議
案
第
一
四
号
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

診
療
報
酬
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
年
ご
と
の
見
直
し
が
な
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年
度
の
改
定
率
は
、
診
療
報
酬
本
体
分
が
プ
ラ
ス
一
・
三
八
％
、

薬
価
が
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
％
で
全
体
的
に
は
零
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
国
民
健
康
保
険
で
は
、
今
後
に
向
け
て
財
政
基
盤
強
化
策
の
恒
久
化
、
都
道
府
県
単
位
共
同
事
業
の
拡
大
、
財
政
調
整
機
能
強
化
が
打

ち
出
さ
れ
、
今
年
度
は
財
政
調
整
機
能
強
化
と
し
て
定
率
国
庫
負
担
が
現
行
の
三
四
％
か
ら
三
二
％
と
な
り
、
減
額
分
を
都
道
府
県
調
整
交
付
金

七
％
か
ら
九
％
と
す
る
こ
と
で
都
道
府
県
の
財
政
調
整
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
勘
案
し
た
予
算
編
成
と
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
度
は
、
国
が
設
定
し
て
お
り
ま
す
特
定
健
診
目
標
値
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
特
定
健
診
受
診
率
を
六
五
％
、
特
定
保
健
指
導

実
施
率
を
四
五
％
と
い
う
目
標
値
が
設
定
さ
れ
、
達
成
度
合
い
に
応
じ
て
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
最
大
一
〇
％
の
増
減
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
県
全
体
で
も
普
及
啓
蒙
に
力
を
入
れ
る
こ
と
と
し
、
本
町
で
も
そ
の
強
化
対
策
を
一
部
盛
込
む
事
業
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。 

全
体
事
業
の
規
模
と
し
ま
し
て
は
、
前
年
度
と
比
較
し
ま
し
て
マ
イ
ナ
ス
四
％
、
一
千
九
百
六
十
万
円
の
減
で
、
歳
入
で
は
保
険
税
、
国
庫
支

出
金
、
共
同
事
業
交
付
金
が
減
少
、
歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
共
同
事
業
拠
出
金
が
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
に
よ
り
ま
し
て
、
第
一
条
は
、
第
一
表
『
歳
入
歳
出
予
算
』
に
示
し
ま
す
と
お
り
、
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
を
四
億
六
千
六
百
四
十

万
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
一
五
号
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
四
期
事
業
が
二
十
三
年
度
で
終
了
し
、
今
年
度
か
ら
第
五
期
事
業
と
な
り
ま
す
。 

介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
平
成
二
十
一
年
度
に
は
三
・
〇
％
引
き
上
げ
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
二
十
四
年
度
も
介
護
従
事
者
処
遇
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改
善
交
付
金
相
当
分
一
・
二
％
の
連
続
引
き
上
げ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
全
体
の
介
護
費
は
お
よ
そ
八
・
二
兆
円
と
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。 

一
方
、
本
町
の
第
五
期
事
業
の
方
向
性
と
し
ま
し
て
は
、
全
体
的
に
は
第
四
期
計
画
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
第
一
号
被
保
険
者
数
の
推
移
に
つ
い

て
、
前
期
高
齢
者
（
六
十
五
歳
～
七
十
五
歳
）
は
若
干
上
昇
、
後
期
高
齢
者
（
七
十
五
歳
以
上
）
は
平
成
二
十
三
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て
徐
々
に

減
少
と
し
、
全
体
で
は
若
干
の
減
少
見
込
み
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
人
口
推
計
に
現
在
利
用
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
実
績
を
加
味
し
な
が
ら
年
約
五
％
の
介
護
給
付
費
上
昇
を
見
込
み
、
三
年
間
の
標
準
給

付
費
を
約
十
億
四
千
三
百
万
円
と
し
て
運
営
を
行
な
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
、
そ
れ
に
伴
っ
て
保
険
料
は
、
大
変
経
済
的
に
も
厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
月
額
四
百
円
を
引
き
上
げ
て
三
千
八
百
六
十
円
と
し
て
お
り
ま

す
。 今

後
、
十
分
な
周
知
と
制
度
の
啓
蒙
普
及
を
図
り
な
が
ら
、
本
町
独
自
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

全
体
事
業
の
予
算
規
模
と
し
ま
し
て
は
、
対
前
年
度
比
一
％
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

第
一
条
は
、
第
一
表
『
歳
入
歳
出
予
算
』
に
示
し
ま
す
と
お
り
、
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
を
三
億
七
千
六
百
七
十
万
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
一
六
号
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
二
年
ご
と
に
医
療
費
の
推
計
を
行
い
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
第
三
期
目

と
な
る
二
十
四
年
度
と
二
十
五
年
度
の
保
険
料
基
準
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
の
広
域
連
合
議
会
に
お
い
て
決
定
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

五
島
市
、
新
上
五
島
町
、
小
値
賀
町
の
特
例
地
区
は
、
六
年
間
で
県
内
統
一
保
険
料
と
す
る
不
均
一
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
今
期
が
最
終
調
整

と
な
り
、
本
町
の
場
合
、
均
等
割
額
で
年
間
四
千
五
百
円
増
の
四
万
二
千
円
、
所
得
割
額
で
〇
・
八
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
七
・
七
四
％
と
な
り

ま
す
。 

医
療
給
付
費
等
に
つ
い
て
は
、
広
域
連
合
で
各
年
度
の
積
算
を
行
な
い
、
そ
の
基
礎
数
値
で
各
市
・
町
に
負
担
の
割
り
当
て
と
な
り
、
そ
れ
に

基
づ
き
本
会
計
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

以
上
に
よ
り
ま
し
て
、
第
一
条
は
、
第
一
表
『
歳
入
歳
出
予
算
』
に
示
し
ま
す
と
お
り
、
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
を
四
千
百
五
十
万
円
と
す

る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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次
に
、
議
案
第
一
七
号
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

 
歳
入
で
は
、
水
道
使
用
料
で
実
績
か
ら
推
計
し
、
一
・
四
％
の
減
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。 

 
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
中
村
浄
水
場
活
性
炭
の
取
替
費
二
百
十
万
円
、
配
水
管
の
老
朽
化
に
伴
う
布
設
替
え
百
八
十
万
円
が
主
な
も
の
で
、

公
債
費
の
償
還
で
前
年
比
四
百
九
十
八
万
七
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
当
初
予
算
の
総
額
を
前
年
度
比
三
・
六
％
、
三
百
三
十
五
万
円
の
減

額
で
、
八
千
七
百
九
十
万
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

次
に
、
議
案
第
一
八
号
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

 

下
水
道
供
用
開
始
後
、
早
い
施
設
で
十
四
年
が
経
過
す
る
中
、
施
設
の
老
朽
化
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
前
年
度
に
引
き
続
き
維
持
補
修
を
継
続

し
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
こ
と
を
柱
に
予
算
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

歳
出
の
主
の
も
の
と
し
て
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
点
検
業
務
十
一
箇
所
、
処
理
場
内
非
常
用
発
電
機
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
ほ
か
機
械
設
備
等
の
修

繕
料
を
計
上
し
、
当
初
予
算
の
総
額
を
前
年
度
比
二
・
八
％
、
五
百
二
十
万
円
の
減
額
で
、
一
億
七
千
六
百
三
十
万
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

次
に
、
議
案
第
一
九
号
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
渡
船
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

 

は
ま
ゆ
う
、
さ
い
か
い
の
両
航
路
は
、
離
島
住
民
及
び
観
光
客
の
大
事
な
足
と
し
て
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
責
務
を
果
た
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
四
年
度
の
予
算
総
額
は
、
第
一
条
に
示
し
ま
す
と
お
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
五
千
八
百
四
十
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
、

四
・
七
％
の
増
額
と
し
て
い
ま
す
。 

 

歳
入
の
国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
、
三
百
十
八
万
八
千
円
の
増
は
、
二
十
四
年
度
か
ら
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
既
に
内
示
が
来
て
お
り
、
そ
れ
を

見
込
ん
だ
増
額
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

歳
出
の
は
ま
ゆ
う
燃
料
費
に
お
い
て
、
二
百
四
十
七
万
五
千
円
の
増
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
燃
油
の
高
騰
に
伴
い
、
Ａ
重
油
一
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
の
単
価
を
昨
年
の
七
十
七
円
か
ら
百
十
円
に
見
込
ん
だ
た
め
の
増
額
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
は
ま
ゆ
う
・
さ
い
か
い
の
運
行
費
の
賃
金
と
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
臨
時
船
員
の
退
職
及
び
雇
い
入
れ
の
関
係
で
、
昨
年
と
大
幅
に
変

更
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

第
二
条
は
、
歳
出
予
算
の
流
用
規
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 
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次
に
、
議
案
第
二
〇
号
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予
算
の
提
案
理
由
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
度
は
、
二
年
に
一
度
の
診
療
報
酬
改
定
の
年
度
で
あ
り
ま
す
が
、
病
院
勤
務
医
等
の
負
担
軽
減
や
医
療
と
介
護
の
役
割
分
担
の

明
確
化
と
在
宅
医
療
の
充
実
等
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

小
値
賀
診
療
所
は
町
内
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ
り
、
地
域
が
抱
え
る
過
疎
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
べ
く
診
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、
公
立
診

療
所
と
し
て
の
役
割
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
入
院
患
者
・
外
来
患
者
数
の
減
に
よ
る
影
響
を
勘
案
し
た
診
療
報
酬
の
算
出
、
ま
た
、
常
勤
医
師
の
休
暇
取
得
の
た

め
の
代
診
医
師
確
保
に
伴
う
代
診
医
師
謝
礼
、
診
療
所
前
駐
車
場
の
整
備
並
び
に
診
療
所
玄
関
前
通
路
の
改
修
工
事
、
ま
た
、
老
朽
化
し
た
医
療

器
械
の
買
い
替
え
を
柱
に
し
た
予
算
編
成
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
厳
し
い
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
引
き
続
き
運
営
の
効
率
化
等

歳
出
の
削
減
、
さ
ら
に
疾
病
の
早
期
発
見
の
た
め
の
検
査
、
予
防
医
学
に
努
め
な
が
ら
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
安
定
し
た
診
療
所
経
営
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
一
条
は
、『
歳
入
歳
出
予
算
』
の
総
額
を
、
四
億
五
千
八
百
七
十
万
円
と
し
て
お
り
ま
す
。 

第
二
条
は
、『
地
方
債
』
の
規
定
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ソ
フ
ト
事
業
の
専
門
医
外
来
確
保
事
業
で
三
百
万
円
、
医
師
代
診
応
援
事
業
で
四
百
万

円
、
そ
れ
か
ら
医
療
機
械
器
具
購
入
事
業
に
か
か
る
地
方
債
借
入
分
で
二
千
八
百
万
円
、
合
計
三
千
五
百
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

第
三
条
は
、
歳
出
予
算
の
流
用
に
関
す
る
規
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

以
上
、
各
会
計
の
予
算
の
概
要
を
ご
説
明
い
た
し
ま
し
た
。 

 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
都
度
、
担
当
よ
り
ご
説
明
さ
せ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
の
上
、
適
正
な
ご
決
定
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
を
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

こ
れ
で
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
質
疑
に
入
り
ま
す
が
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
付
託
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
質
疑
に
関
し
ま
し
て

は
総
括
的
な
こ
と
に
と
ど
め
置
き
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
案
第
一
三
号
か
ら
議
案
第
二
〇
号
ま
で
の
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
各
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
全
会
計
に
わ
た
り
、
歳
入
歳
出
全
般
に

つ
い
て
ご
質
疑
願
い
ま
す
。 

 

質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊

藤

議

員 
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九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

私
は
、
一
般
会
計
の
方
で
総
括
と
い
う
こ
と
で
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
一
般
会
計
の
十
二
頁
で
す
ね
、
こ
れ
の
総
括
の
中
の
歳
出
で
、
こ
の
右
側
の
一
般
財
源
の
中
の
投
資
経
費
で
す
ね
、
投
資
的
経
費
、
こ
れ
が
小

値
賀
町
が
財
政
が
一
番
厳
し
い
折
に
で
す
ね
、
投
資
的
経
費
を
一
億
円
を
大
体
目
指
す
と
い
う
方
向
性
で
行
財
政
改
革
の
大
綱
が
作
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
う
い
う
関
係
で
、
一
般
財
源
の
中
の
投
資
的
経
費
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

総

務

課

長 

総
務
課
長
（
中
川
一
也
） 

お
答
え
い
た
し
ま
す
。 

 

予
算
レ
ベ
ル
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
お
よ
そ
一
億
と
二
百
万
程
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 
伊

藤

議

員 

九
番
（
伊
藤
忠
之
） 

特
に
、
こ
の
二
十
四
年
度
は
で
す
ね
、
大
き
な
工
事
が
あ
っ
て
、
予
算
規
模
が
三
十
二
億
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
ん

で
、
そ
の
中
で
の
投
資
的
経
費
が
一
億
と
二
百
万
と
い
う
程
度
な
ら
ば
、
あ
る
程
度
の
目
標
が
達
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
く
行
財
政
改
革
を
行
な
っ
て
で
す
ね
、
財
政
運
営
を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

ほ
か
に
質
疑
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
「
質
疑
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

質
疑
な
い
よ
う
で
す
か
ら
、
お
諮
り
し
ま
す
。 

 

議
案
第
一
三
号
か
ら
議
案
第
二
〇
号
ま
で
を
、
こ
の
際
、
議
長
を
除
く
九
人
の
委
員
で
構
成
す
る
『
予
算
特
別
委
員
会
』
を
設
置
し
、
こ
れ
に

付
託
し
て
、
な
お
期
間
は
、
会
議
規
則
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
三
月
九
日
ま
で
に
審
査
を
終
わ
る
よ
う
期
限
を
つ
け
る
こ
と
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
議
案
第
一
三
号
か
ら
議
案
第
二
〇
号
、
平
成
二
十
四
年
度
小
値
賀
町
各
会
計
予
算
の
八
件
に
つ
い
て
は
、
議
長
を
除
く
九
人
の

委
員
で
構
成
す
る
『
予
算
特
別
委
員
会
』
を
設
置
し
、
こ
れ
に
付
託
し
て
、
三
月
九
日
ま
で
に
審
査
が
終
わ
る
よ
う
期
限
を
つ
け
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。 
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お
諮
り
し
ま
す
。 

 
た
だ
い
ま
設
置
さ
れ
ま
し
た
予
算
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
条
例
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
伊
藤
忠
之
議
員
、

岩
坪
義
光
議
員
、
浦 

英
明
議
員
、
小
辻
隆
治
郎
議
員
、
土
川
重
佳
議
員
、
末
永
一
朗
議
員
、
宮
﨑
良
保
議
員
、
松
屋
治
郎
議
員
、
近
藤
育
雄
議

員
を
指
名
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
ご
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
） 

議
長
（
立
石
隆
教
） 
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 

し
た
が
っ
て
、
た
だ
い
ま
指
名
し
た
方
を
予
算
特
別
委
員
会
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

予
算
特
別
委
員
会
の
委
員
長
及
び
副
委
員
長
は
、
委
員
会
条
例
第
八
条
第
二
項
の
規
定
及
び
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
互
選
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。 し

ば
ら
く
休
憩
し
ま
す
。 

― 

休 

憩 
 
 

午 

前 
 

十 

時 

二
十
一 

分 

― 

― 

再 

開 
 
 

午 

前 
 

十 

時 

二
十
一 

分 

― 

議
長
（
立
石
隆
教
） 

再
開
し
ま
す
。 

 

予
算
委
特
別
委
員
会
の
委
員
長
及
び
副
委
員
長
が
次
の
と
お
り
決
定
し
、
通
知
を
受
け
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。 

 

委
員
長
に
小
辻
隆
治
郎
議
員
、
副
委
員
長
に
末
永
一
朗
議
員
、
以
上
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
日
の
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
と
し
ま
す
。 

 

こ
の
あ
と
、
『
予
算
特
別
委
員
会
』
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

本
日
は
、
こ
れ
に
て
散
会
し
ま
す
。 

 

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

  
― 
午 

前 
 

十 

時 
 

二
十
一 

分 
 

散 

会 

― 


